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県　人　口 ： 1,941,195人
対　前　月 ： -3,587人
　　男　　 ： 959,162人
　　女　　 ： 982,033人
世　帯　数 ： 801,429世帯
（県移動人口調査  ：平成31年４月１日現在） 
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（1）ぐんま広報　令和元年6月 2日発行

世
界
に
影
響
を
与
え
た
４
資
産

　
「
富
岡
製
糸
場
と
絹
産
業
遺
産
群
」は
、

富
岡
製
糸
場（
富
岡
市
）、
田
島
弥
平
旧

宅（
伊
勢
崎
市
）、高
山
社
跡（
藤
岡
市
）、

荒あ
ら

船ふ
ね

風ふ
う

穴け
つ（
下
仁
田
町
）の
４
資
産
で
構

成
さ
れ
る
、
近
代
の
絹
産
業
に
関
す
る
世

界
遺
産
で
す
。

　
４
資
産
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
養
蚕
ま
た
は

製
糸
の
技
術
革
新
を
行
う
と
と
も
に
、
連

携
し
て
繭
の
品
種
改
良
を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
成
果
は
全
国
に
広
ま
り
、
生
産
量
が

限
ら
れ
て
い
た
生
糸
が
大
量
か
つ
高
い
品

質
で
生
産
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
日
本
が
開
発
し
た
生
糸
の
大

量
生
産
技
術
が
世
界
に
広
ま
っ
た
結
果
、

そ
れ
ま
で
特
権
階
級
の
人
の
も
の
で
あ
っ

た
絹
は
一
般
の
人
に
も
身
近
な
も
の
と
な

り
、
世
界
の
人
の
生
活
や
文
化
が
さ
ら
に

豊
か
に
な
り
ま
し
た
。

　

世
界
遺
産
を
構
成
し
て
い
る
４
資
産

は
、
群
馬
が
世
界
の
絹
文
化
に
与
え
た
影

響
を
今
に
伝
え
る
証
し
で
す
。

日
本
の
近
代
化
に
大
き
く
貢
献

　
明
治
政
府
は
、
外
貨
を
稼
い
で
国
力
を

増
強
す
る
た
め
、
当
時
の
主
要
な
輸
出
品

で
あ
っ
た
生
糸
を
大
量
に
生
産
し
よ
う
と

し
ま
し
た
。
そ
こ
で
西
欧
の
技
術
を
取
り

入
れ
た
官
営
製
糸
工
場
の
建
設
が
計
画
さ

れ
、
１
８
７
２（
明
治
５
）年
に
富
岡
製

糸
場
が
操
業
を
開
始
し
ま
し
た
。

　
こ
の
頃
か
ら
日
本
の
生
糸
の
輸
出
量
が

増
え
始
め
、
１
９
０
９（
明
治
42
）年
に

は
世
界
一
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
後
輸
出

量
は
急
増
し
、
１
９
３
０
年
代
に
は
、
世

界
全
体
に
輸
出
さ
れ
た
生
糸
の
80
％
を
日

本
産
が
占
め
る
ま
で
に
な
り
ま
し
た
。
輸

出
量
が
急
激
に
増
加
し
た
背
景
の
一
つ
と

し
て「
富
岡
製
糸
場
と
絹
産
業
遺
産
群
」

が
連
携
し
て
行
っ
た
、
繭
の
品
種
改
良
が

挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　
生
糸
が
日
本
の
主
要
な
輸
出
品
で
あ
っ

た
時
代
は
、
１
９
５
５（
昭
和
30
）年
頃

ま
で
続
き
ま
し
た
。
群
馬
の
蚕
糸
業
は
、

日
本
の
近
代
化
に
大
き
く
貢
献
し
た
と
い

え
ま
す
。

世
界
遺
産
登
録
５
周
年
を
迎
え
て

　
登
録
５
周
年
を
迎
え
る
世
界
遺
産
の
価

値
を
再
認
識
し
て
も
ら
う
た
め
、
県
は
今

年
度「
次
世
代
に
つ
な
ぐ
世
界
遺
産
」を

テ
ー
マ
に
記
念
事
業
を
行
い
ま
す
。
ま
た

構
成
資
産
を
持
つ
４
市
町
や
関
係
団
体
と

連
携
し
、
絹
に
関
す
る
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を

一
体
的
に
情
報
発
信
す
る
こ
と
で
、
県
内

外
の
人
に
広
く
Ｐ
Ｒ
し
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
来
年
３
月
の
オ
ー
プ
ン
を
目

指
し
て
、
富
岡
市
内
に
４
資
産
の
総
合
的

ガ
イ
ダ
ン
ス
施
設
「
世
界
遺
産
セ
ン
タ
ー
」

（
仮
称
）
の
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
世
界
遺
産「
富
岡
製
糸
場
と
絹
産
業
遺

産
群
」の
価
値
や
新
し
い
見
ど
こ
ろ
、
次

世
代
へ
つ
な
げ
る
人
た
ち
の
声
を
紹
介
し

ま
す
。

　
平
成
26
年
に
ユ
ネ
ス
コ
（
国
連
教
育
科
学
文
化
機
関
）
の
世
界
遺
産

一
覧
表
に
登
録
さ
れ
た
「
富
岡
製
糸
場
と
絹
産
業
遺
産
群
」
が
、
6
月

25
日
に
5
周
年
を
迎
え
ま
す
。群
馬
が
世
界
に
誇
る
4
資
産
の
価
値
を

知
り
、次
の
世
代
に
伝
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

特集

当時描かれた「富岡製糸場と絹産業遺産群」（上段：富岡製糸場、下段（左から）：田島弥平宅、高山社、荒船風穴）
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次
世
代
に
つ
な
ぐ
世
界
遺
産

～
「
富
岡
製
糸
場
と
絹
産
業
遺
産
群
」
登
録
5
周
年
～

※表紙の画像について　富岡製糸場…錦絵「上州富岡製糸場」（県立日本絹の里所蔵）、田島弥平宅…「養蚕新論」写真（田島弥平旧宅所蔵）、高山社…分教場時代の高山家を描いた絹絵（藤岡市教育委員会提供）、荒船風穴…最盛期の荒船風穴を描いた油絵（下仁田町教育委員会提供）



（2）ぐんま広報　令和元年6月 2日発行

日本の技術が世界に広まり、
絹織物が一般の人にも身近に

群馬が養蚕・製糸の最新技術の発信地に

国内で生糸の大量生産技術が発展

群馬の絹産業が世界に与えた影響とは、どのようなものだったのでしょうか

所在地：富岡市富岡、費用：一般＝
1,000円､ 高校・大学生＝250円など

所在地：下仁田町南野牧（12月～３月
は冬季閉鎖）、費用：一般＝500円

所在地：藤岡市高山
費用：無料

所在地：伊勢崎市境島村
費用：無料

近代養蚕農家建築の原型

日本の近代養蚕法の標準
「清

せ い

温
お ん

育
い く

」を普及した教育機関

フランスの技術を導入した
日本初の官営製糸工場

自然の冷風を利用した
日本最大の蚕種貯蔵施設

・風通しを重視した蚕の飼育法
「清

せ い

涼
りょう

育
い く

」を大成した、田島弥
平の住居兼蚕室

・瓦屋根に換気用の越屋根が付
けられた構造が、弥平の著書に
よって全国に広まり、近代養蚕
農家建築の原型に
※個人宅で現在も居住しているた
め、見学時にはご配慮ください

・「清温育」を開発した高山長
五郎が、その技術を広めるため
に設立した養蚕教育機関

・「清温育」は、通風と温度管
理を調和させた蚕の飼育法。後
に全国標準の養蚕法に

・学生は全国から集まり、中国
や朝鮮半島からの実習生も受け
入れ

・明治政府が設立した、官営の
器械製糸工場

・製糸技術開発の最先端として
国内の養蚕・製糸業を世界一の
水準にけん引

・田島家、高山社、荒船風穴な
どと連携して、蚕の優良品種の
開発・普及を主導

・岩の隙間から吹き出す冷風を
利用した蚕種（蚕の卵）の貯蔵
施設

・冷蔵保管により卵がかえる時
期を調整することで、年に複数
回の養蚕が可能となり、繭の増
産に大きく貢献

・日本全国の他、朝鮮半島から
の蚕種も保管・出荷

昨年9月、田島弥平旧宅案内所を旧境
島小学校内に移転しました。清涼育に
関する著書「養蚕新論」や旧宅の解説
パネル、映像資料などが見られます。

長屋門の修復が完了し、4月に新たな
展示室として公開しました。養蚕日誌
などの絹産業に関する資料や瓦屋根の
構造模型などを展示しています。

製糸場内にある社宅を保存修理し、座
繰り器による糸取り体験、繭や生糸を
使ったクラフト体験などができる施設と
して４月にオープンしました。

昨年10月、風穴近くの見学者広場に
完成した「風穴冷風体験館」では、自
然の岩の隙間から吹き出す冷風が体験
できます。

案内所を移転・リニューアル

長屋門の修復が完了

展示・体験施設がオープン

「天然の冷蔵庫」を体感

ニュー

ニュー

ニュー

ニュー

田島弥平旧宅富岡製糸場

高山社跡荒船風穴

5分で
読む

群馬

日本

4資産の技術革新・連携により



県庁世界遺産課　 027-226-2326
「富岡製糸場と絹産業遺産群」 https://worldheritage.pref.gunma.jp/ja/ ※右図から読み取れます問い合わせ先

（3）ぐんま広報　令和元年6月 2日発行

日程・時間　6月22日（土）午後１時～４時
会場　富岡製糸場（富岡市富岡）
内容  
○記念式典
○記念講演
・演題　伝統と革新―群馬・世界遺産の歴史
・講師　石

いし

井
い

寛
かん

治
じ

（東京大学名誉教授）
○デンハーグピアノ五重奏団による記念コン
サート
定員　150人（先着順）　費用　無料
申し込み方法　はがき、ファクスまたはＥメール。代表者の郵便番
号・住所・氏名・電話番号、希望参加人数を記入してください
その他　申し込み状況など詳しくは、お問い合わせください
関連行事　
○５周年記念マルシェ
・日程・時間　６月22日（土）午前10時～午後４時
・会場　富岡市役所（富岡市富岡）
・内容　体験コーナー、高校生による販売ブース（桑の粉末を使っ
た菓子や農産物）、絹製品・食品などの販売ブース、飲食ブースなど
・申し込み方法　当日、直接会場にお越しください
申し込み・問い合わせ先　県庁世界遺産課（〒371-8570　 下
記　 027-224-2812　 sekaiisan@pref.gunma.lg.jp）

本県の世界遺産や絹産業をもっと知ろう・楽しもう

世界遺産の登録審査に訪れた調査員に説明
する松浦さん（中央左）（平成25年9月）荒船風穴で来訪者にガイドをする津金さん

世
界
遺
産
の
価
値
を
伝
え
る

　
世
界
遺
産
登
録
に
県
の
世
界
遺
産
推
進

課
長
と
し
て
携
わ
っ
た
、
県
立
女
子
大
学

の
松
浦
教
授
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

見
て
聴
い
て
分
か
る
遺
産

　
「
本
県
の
世
界
遺
産
登
録
運
動
は
、
平

成
15
年
に
始
ま
り
、
登
録
ま
で
約
11
年
か

か
り
ま
し
た
。
さ
ま
ざ
ま
な
苦
労
も
あ
り

ま
し
た
が
、
登
録
で
き
た
の
は
、
関
係
者

や
県
民
の
皆
さ
ん
の
理
解
と
支
援
の
お
か

げ
で
す
。

　
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
る
遺
産
は
、
20

年
ほ
ど
前
か
ら
そ
の
性
質
が
変
わ
っ
て
き

て
い
ま
す
。

　
以
前
は
、
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
や
法
隆
寺
な
ど

『
見
れ
ば
分
か
る
遺
産
』
が
主
で
し
た
。

現
在
は『
富
岡
製
糸
場
と
絹
産
業
遺
産
群
』

の
よ
う
に
、
歴
史
や
背
景
な
ど
の
解
説
を

聴
い
て
初
め
て
価
値
が
分
か
る
『
見
て
聴

い
て
分
か
る
遺
産
』
が
増
え
て
い
ま
す
」

次
世
代
に
伝
え
続
け
る
た
め
に

　
「
本
県
の
世
界
遺
産
の
素
晴
ら
し
さ
や

価
値
を
次
世
代
に
伝
え
続
け
る
た
め
に

は
、
訪
れ
た
人
に
丁
寧
に
説
明
し
て
、
も

っ
と
知
り
た
い
と
思
っ
て
も
ら
う
こ
と
が

大
切
で
す
。
そ
の
た
め
に
県
や
市
町
で
は

学
術
的
な
研
究
を
続
け
、
そ
の
成
果
を
伝

え
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
ま
た
世
界
遺
産

を
会
場
に
し
て
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
の
文
化

的
な
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
す
る
こ
と
も
、
世

界
遺
産
に
対
す
る
関
心
の
向
上
や
維
持
に

役
立
つ
と
思
い
ま
す
。

　
自
分
の
親
や
祖
父
母
が
、
養
蚕
や
製
糸

に
関
わ
っ
て
い
た
と
い
う
人
は
多
い
と
思

い
ま
す
。
世
界
遺
産
へ
の
登
録
は
、
本
県

が
世
界
の
絹
産
業
に
と
っ
て
欠
か
せ
な
い

存
在
だ
っ
た
こ
と
の
証
し
で
あ
り
、
そ
の

一
端
を
身
近
な
祖
先
が
担
っ
て
い
た
と
い

う
こ
と
を
誇
り
に
思
っ
て
ほ
し
い
で
す
」

若
い
世
代
が
受
け
継
ぐ

　
荒
船
風
穴
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
に

取
り
組
む
、
県
立
下
仁
田
高
校
３
年
の
津

金
さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

３
年
目
を
迎
え
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
「
私
た
ち
の
高
校
で
は
、
全
校
生
徒
が

さ
ま
ざ
ま
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
荒
船
風
穴
の
ガ
イ
ド
を

行
う
『
荒
船
風
穴
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
』
も
そ

の
一
つ
で
、
今
年
で
３
年
目
を
迎
え
ま
し

た
。
私
は
昨
年
度
か
ら
参
加
し
て
い
て
、

現
在
は
約
20
人
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
週
１
回
の
学
習
会
で
は
、
荒
船
風
穴
に

つ
い
て
学
ん
だ
後
、
２
人
一
組
で
説
明
の

練
習
を
し
ま
す
。
ま
た
駐
車
場
か
ら
風
穴

ま
で
の
急
坂
を
歩
く
時
に
使
っ
て
も
ら
う

た
め
に
杖
も
作
っ
て
い
ま
す
」

多
く
の
人
に
知
っ
て
ほ
し
い

　
「
現
地
で
の
ガ
イ
ド
は
、
大
型
連
休
や

夏
休
み
に
行
っ
て
い
ま
す
。
ガ
イ
ド
の
時

は
相
手
の
目
を
見
て
話
し
、
言
葉
遣
い
に

も
気
を
付
け
て
い
ま
す
。
説
明
を
聞
い
た

人
が
『
な
る
ほ
ど
』『
そ
う
だ
っ
た
ん
だ
』

と
言
っ
て
く
れ
た
時
は
、
上
手
に
説
明
で

き
た
の
だ
な
と
感
じ
て
う
れ
し
い
で
す
。

　
荒
船
風
穴
で
は
、
真
夏
で
も
岩
の
隙
間

か
ら
約
２
℃
の
冷
気
が
出
て
い
ま
す
。
そ

れ
を
発
見
し
、
蚕
種
の
保
管
に
活
用
し
よ

う
と
し
た
当
時
の
人
は
す
ご
い
と
思
い
ま

す
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
し
て
学
ん
だ

こ
と
で
、
身
近
な
世
界
遺
産
を
誇
り
に
思

う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
多
く
の
人
に
荒
船
風
穴
を

訪
れ
て
も
ら
い
、
吹
き
出
る
冷
気
を
体
感

し
て
も
ら
い
た
い
で
す
。
私
も
去
年
よ
り

分
か
り
や
す
い
説
明
が
で
き
る
よ
う
に
な

っ
て
、
荒
船
風
穴
の
す
ご
さ
を
伝
え
た
い

で
す
」

松
ま つ う ら と し た か

浦利隆さん津
つ

金
が ね

 萌
も え

さん

　県内の養蚕・製糸・織物などに関する絹遺産を便利に楽しんでも
らうための県公式アプリ「きぬめぐり」を使って、世界遺産や周辺
のスポットを巡るスタンプラリーです。スタンプを集めて応募する
と、抽選で合計２００人に賞品が当たります。
日程　10 月 31 日（木）まで
賞品　ぐんまちゃんグッズ、絹関連製品など
費用　無料
※「A

ア ッ プ

pp S
ス ト ア

tore」または「G
グ ー グ ル

oogle P
プ レ イ

lay｣ からアプ
リをダウンロードしてください（通信料がかかります）
その他　詳しくは下記ホームページをご覧ください
問い合わせ先　県庁世界遺産課（ 下記）

　絹文化や絹産業が身近に残る県内で、絹の染めや織りなどの体験
ができる 18 施設と絹の歴史を見学することがで
きる７施設を紹介しています。
費用　無料
主な配布場所  県内の市役所・町村役場、県行政
県税事務所、県内の観光協会、ぐんま総合情報
センター「ぐんまちゃん家

ち
」（東京都中央区銀座）

※下記ホームページからも入手できます
問い合わせ先　県庁世界遺産課（ 下記）

「富岡製糸場と絹産業遺産群」世界遺産登録５周年記念式典 県公式アプリ「きぬめぐり」スタンプラリー

絹体験施設ガイド「しるくめぐり」

石井寛治さん
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おすすめ！　地域の物産市

産業技術専門校「オープンキャンパス」企業局施設見学バスツアー

安全で安心な町をつくりましょう　～県民防犯運動～
　自主防犯意識を高め、安全で安心な暮らしを実現させるため「県民防犯運動」を実施します。期間中は県内各地で、特殊詐欺
の被害防止や住宅侵入犯罪防止などの啓発活動を行います。家庭や職場などで身の回りの防犯対策について考えるとともに、あ
いさつ運動や自主防犯パトロールで地域の防犯の輪を広げ、安全で安心な町をつくりましょう。
　またお住まいの地域で行われている防犯活動に積極的に参加するなど、地域や家族との絆を深めて犯罪被害を防ぎましょう。

 期 間 　６月11日～20日
 運動重点 
○子どもと女性の犯罪被害防止
・夜間の一人歩きやスマートフォンを操作しながら歩くのは危険で
す。人通りのある道や明るい道を選び、周囲に注意を払いましょう
・緊急時に駆け込める「子ども安全協力の家」や「かけこみ１１０番の
店」の場所を確認しておきましょう

下久保発電所と下久保ダム建設中の八ツ場発電所

「県民防犯の日」シンボルマーク

○特殊詐欺の被害防止
・振り込め詐欺の被害が増加しています。犯人からの電話を受けないよ
うに、在宅中でも留守番電話に設定しておくなどの対策をしましょう
・電話で「お金を用意して」「キャッシュカードを預かる」などと言わ
れたら、詐欺を疑い、警察に相談しましょう
問　県庁消費生活課（ 027-226-2356）、県警察本部生活安全企
画課（ 027-243-0110 内線3051・3052）

忘れていませんか？　自動車税
　自動車税の納期限は５月31日（金）です。うっかり納め忘れた人、
口座振替で引き落としにならなかった人はいませんか。まだ納めていな
い人は、急いで納めましょう。
 納税場所 　県内の金融機関、郵便局、県自動車税事務所（前橋市上泉
町）、県行政県税事務所、コンビニエンスストア、「P

ペ イ

ay-e
ジ ー

asy」対応
のインターネットバンキング・モバイルバンキング・現金自動預払機
（ＡＴＭ）、「Yahoo!公金支払い」ホームページ（https://koukin.
yahoo.co.jp/）(クレジットカードによる納税）
他　口座振替納税で５月31日に引き落としにならなかった場合や、納
税通知書を紛失してしまった場合は納付書を再送付します。県自動車税
事務所または県行政県税事務所に連絡してください
問　県自動車税事務所（ 027ｰ263ｰ4343）、県行政県税事務所

 ツアー ・日　
・八ツ場ツアー…７月25日（木）　午前８時～午後６時
・下久保ツアー…７月31日（水）　午前８時～午後６時　
 集合場所 　県公社総合ビル大渡駐車場（前橋市大渡町）、県団地総合
事務所（太田市西新町）
 見学場所 
・八ツ場ツアー…八ツ場発電所建設現場、サントリープロダクツ榛名工場
・下久保ツアー…下久保発電所、下久保ダム、ＡＧＦ関東
対　県内在住または在学の小・中学生とその保護者
※１家族３人まで（保護者１人が必ず同伴してください）
定　各80人抽　￥　無料　受　６月30日（日）まで　
 申し込み方法 　所定の申込用紙　
 申込用紙配布場所 　市役所・町村役場、市町村立図書館など
※HPからも入手できます
問　県庁財務課（ 027ｰ226ｰ3915）

日　６月13日（木）～17日（月）
午前10時～午後６時30分
※15日（土）～17日は５時まで
所　県庁（前橋市大手町）
内　６月30日まで開催中の「群馬プレ
デスティネーションキャンペーン」に
合わせ、本県の名産品・工芸品などの
展示・販売、県内観光情報の紹介など
を行います
￥　無料　 申し込み方法 　当日、会場に
他　詳しくはHPをご覧ください
問　県庁観光物産課（ 027ｰ226ｰ3386）

所・日
・県立前橋産業技術専門校（前橋市石関町）…６月16日、７月７日、
21日（いずれも日曜日）
・県立高崎産業技術専門校（高崎市山名町）…６月29日（土）、７月
21日（日）　
・県立太田産業技術専門校（太田市新野町）…６月23日（日）、７月
７日（日）、24日（水）　
※時間は日程、専門校によって異なります
内　各科のプレゼンテーション、ものづくり体験、施設見学など
対　「ものづくり産業」に興味がある人、就職や進路選択の参考にした
い人、産業技術専門校への入校を考えている人など
※保護者も参加できます
受　各開催日の２～３日前まで
 申し込み方法 　 、 または 。参加希望専門校、参加希望日、住所、
氏名（ふりがな）、電話番号をお知らせください
※詳しくは、HPで確認するかお問い合わせください
申 ・問　
・県立前橋産業技術専門校（ 027ｰ230ｰ2211　 027-269-
7654　 maegisen@pref.gunma.lg.jp）
・県立高崎産業技術専門校（ 027ｰ320ｰ2221　 027-347-
1210　 takagisen@pref.gunma.lg.jp）
・県立太田産業技術専門校（ 0276ｰ31ｰ1776　 0276-31-
1860　 webmaster@otatech.ac.jp）

物産市の様子

○ファクスによる問い合わせは、県庁広報課（027-243-3600）へINFORMATION
インフォメーション ○問い合わせの際は、番号を間違えないようにお願いします

○ HPはぐんま広報ホームページ版（https://www.pref.gunm 
a.jp/cate_list/ct00001205.html）をご覧ください

凡　例 日 日程・時間　　 所 場所　　 内 内容休 休館日　　
￥ 費用　　対 対象・資格　　  他 その他　　申 申込先

問 問い合わせ先　　定 定員（先 先着　抽 抽選　選  選考）
受 受付・申込期間（必 必着　消 消印有効）

申し込み方法など
直 直接・持参　　郵 郵送　　☎  電話　　 E  Eメール　　 F  ファクス
〒 郵便番号　　 フ フリーダイヤル
シ  電子申請受付システム（http://www.shinsei.elg-front.jp/gunma/navi/index.html）



　
群
馬
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
（
群
馬
Ｄ
Ｃ
）
開
催
を
１
年
後

に
控
え
、
５
月
14
日
に
「
全
国
宣
伝
販

売
促
進
会
議
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
県
内
の
魅
力
あ
る
観
光
素
材

な
ど
を
Ｐ
Ｒ
し
、
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
期
間

中
の
旅
行
商
品
の
造
成
に
結
び
付
け
よ

う
と
す
る
も
の
で
、
国
内
外
の
旅
行
会

社
の
方
な
ど
約
６
０
０
人
に
参
加
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。　

　
会
場
に
は
、
県
内
各
地
域
や
関
係
団

体
な
ど
の
出
展
ブ
ー
ス
や
体
験
コ
ー
ナ

ー
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
ス
テ
ー
ジ
で

は
地
域
で
活
躍
さ
れ
る
プ
レ
ゼ
ン
タ
ー

の
皆
さ
ん
が
、
県
内
五
つ
の
エ
リ
ア
ご

と
に
、
春
な
ら
で
は
の
魅
力
を
、
映
像

を
交
え
て
熱
心
に
ア
ピ
ー
ル
し
て
く
だ

さ
い
ま
し
た
。

　
来
春
の
Ｄ
Ｃ
開
催
に
向
け
て
、
本
県

の
魅
力
を
多
く
の
方
に
感
じ
て
も
ら
い

「
ま
た
群
馬
に
来
た
い
」
と
思
っ
て
い

た
だ
け
る
よ
う
、
市
町
村
や
関
係
団
体

と
一
体
と
な
っ
て
オ
ー
ル
群
馬
で
、
心

を
込
め
た
お
も
て
な
し
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

知
事
コ
ラ
ム

群馬ＤＣ全国宣伝販売促進会議であいさつする
大澤正明知事

来
春
の
群
馬
Ｄ
Ｃ
開
催
に
向
け
て

https://www.pref.gunma.jp/cate_list/ct00001205.html
はぐんま広報ホームページ版をご覧ください（右図から読み取れます）HP
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お
知
ら
せ

早
め
の
避
難
が
大
切
で
す 

～
み
ん
な
で
防
ご
う
土
砂
災
害
～

　
6
月
は「
土
砂
災
害
防
止
月
間
」で
す
。

梅
雨
か
ら
台
風
の
時
季
に
か
け
て
は
降
水

量
が
多
く
、
一
年
の
う
ち
で
も
土
砂
災
害

が
発
生
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

土
砂
災
害
か
ら
身
を
守
る
た
め
に
は　
日

頃
か
ら
防
災
情
報
の
収
集
に
努
め
、
危
険

な
場
所
や
避
難
場
所
、
避
難
の
道
順
な
ど

を
家
族
や
地
域
で
話
し
合
い
、
確
認
し
て

お
き
ま
し
ょ
う
。
地
鳴
り
な
ど
土
砂
災
害

の
前
触
れ
に
気
付
い
た
と
き
は
早
め
に
避

難
し
、
最
寄
り
の
県
土
木
事
務
所
や
市
役

所
・
町
村
役
場
に
通
報
し
ま
し
ょ
う

危
険
箇
所
・
雨
量
情
報
・
土
砂
災
害
警
戒

情
報
は
　
HP
か
ら
確
認
で
き
ま
す
。
ま
た

雨
量
情
報
は
、
携
帯
電
話
HP
か
ら
も
確
認

で
き
ま
す

問　
県
庁
砂
防
課
（

０
２
７
・
２
２
６

・
３
６
３
２
）

梅
雨
時
の
交
通
事
故
防
止

　
梅
雨
の
時
季
は
、
交
通
事
故
の
危
険
性

が
高
ま
り
ま
す
。
雨
の
日
は
、
視
界
や
路

面
状
況
が
悪
く
な
り
ま
す
の
で
、
い
つ
も

以
上
に
慎
重
に
行
動
し
、
交
通
事
故
に
注

意
し
ま
し
ょ
う
。

ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆
さ
ん
へ　
雨
の
降
り
始

め
は
、
道
路
が
と
て
も
滑
り
や
す
く
な
り

ま
す
。
ス
ピ
ー
ド
を
落
と
し
、
早
め
の
ブ

レ
ー
キ
と
十
分
な
車
間
距
離
を
心
掛
け
ま

し
ょ
う
。
ま
た
ワ
イ
パ
ー
を
早
め
に
作
動

さ
せ
て
視
界
を
確
保
し
ま
し
ょ
う
。

　
雨
の
日
は
、
歩
行
者
や
自
転
車
の
人
が

「
早
く
帰
り
た
い
」
と
い
う
気
持
ち
で
、

安
全
確
認
が
不
十
分
の
ま
ま
道
路
の
横
断

を
始
め
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
歩
行
者
の

急
な
横
断
に
も
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
大
雨
で
道
路
に
水
が
た
ま
っ
て
い

る
所
を
速
い
ス
ピ
ー
ド
で
走
行
す
る
と
、

ハ
ン
ド
ル
や
ブ
レ
ー
キ
が
利
か
な
く
な
る

「
ハ
イ
ド
ロ
プ
レ
ー
ニ
ン
グ
現
象
」
が
起

こ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
大
雨
の
時
は
で

き
る
だ
け
外
出
を
控
え
、
運
転
す
る
場
合

は
特
に
ス
ピ
ー
ド
を
落
と
し
て
、
十
分
な

車
間
距
離
を
と
り
ま
し
ょ
う

歩
行
者
・
自
転
車
の
皆
さ
ん
へ　
雨
の
日

は
、
ド
ラ
イ
バ
ー
か
ら
歩
行
者
や
自
転
車

が
見
え
に
く
く
な
り
ま
す
。
反
射
材
や
懐

中
電
灯
な
ど
を
活
用
し
、
目
立
つ
工
夫
を

し
ま
し
ょ
う
。

　
自
転
車
の
傘
差
し
運
転
は
、
バ
ラ
ン
ス

や
視
界
が
悪
く
な
り
、
と
て
も
危
険
で

す
。
か
っ
ぱ
を
着
用
し
ま
し
ょ
う

問　
県
警
察
本
部
交
通
企
画
課
（

０
２

７
・
２
４
３
・
０
１
１
０
内
線
５
０
４
２
）

ご
利
用
く
だ
さ
い

「
県
民
労
働
相
談
セ
ン
タ
ー
」を

ご
利
用
く
だ
さ
い

【
労
働
に
関
す
る
相
談
】

日　
月
～
金
曜
日　
午
前
９
時
～
午
後
５

時
15
分

内　
労
働
条
件
や
解
雇
、
賃
金
不
払
い
、

労
働
保
険
な
ど
に
関
す
る
相
談

相
談
方
法　

ま
た
は

相
談
先　
県
民
労
働
相
談
セ
ン
タ
ー

・

…

０
１
２
０
・
５こ

よ
う４
・
６ろ

う０
１ど

う０

・

…
県
庁
労
働
政
策
課
（
前
橋
市
大
手

町
）
、
県
高
崎
行
政
県
税
事
務
所
（
高
崎

市
台
町
）
、
県
太
田
行
政
県
税
事
務
所

（
太
田
市
西
本
町
）

【
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
に
関
す
る
相
談
】

日　
第
２
・
４
火
曜
日　
午
後
１
時
～
４

時
、
１
回
50
分
以
内

※
祝
日
を
除
く

※
変
更
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
事
前

に
確
認
し
て
く
だ
さ
い

内　
職
場
に
行
く
の
が
つ
ら
い
、
職
場
で

の
人
間
関
係
に
悩
ん
で
い
る
な
ど
の
メ
ン

タ
ル
ヘ
ル
ス
に
関
す
る
相
談

相
談
方
法　

で
予
約
の
上
、

※
予
約
は
月
～
金
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）

の
午
前
９
時
～
正
午
、
午
後
１
時
～
５
時

※
相
談
日
の
希
望
に
沿
え
な
い
場
合
も
あ

り
ま
す

相
談
先　
ぐ
ん
ま
県
民
労
働
相
談
セ
ン
タ

ー
（
県
庁
労
働
政
策
課
内　

０
１
２
０

・
５
４
・
６
０
１
０
）

【
共
通
事
項
】

　
県
内
在
住
の
勤
労
者
ま
た
は
県
内
に

在
勤
す
る
人

￥　
無
料

問　
県
庁
労
働
政
策
課
（

０
２
７
・
２

２
６
・
３
４
０
２
）

口
座
振
替
納
税
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　
個
人
の
事
業
税
と
自
動
車
税
の
納
税
に

は
、
口
座
振
替
が
利
用
で
き
ま
す
。

申
込
期
間　
随
時

※
個
人
の
事
業
税
は
６
月
28
日
㈮
ま
で
に

申
し
込
め
ば
、
今
年
度
の
１
期
（
８
月
納

期
）
分
か
ら
利
用
で
き
ま
す

※
自
動
車
税
は
２
年
２
月
28
日
㈮
ま
で
に

申
し
込
め
ば
、
２
年
度
の
納
税
か
ら
利
用

で
き
ま
す

※
い
ず
れ
も
当
日
必

申
し
込
み
方
法　
所
定
の
申
し
込
み
は
が
き

※
１
枚
の
は
が
き
で
個
人
の
事
業
税
と
自

動
車
税
を
一
緒
に
申
し
込
め
ま
す

※
自
動
車
税
の
申
し
込
み
に
は
、
自
動
車

の
登
録
番
号
（
ナ
ン
バ
ー
）
の
記
入
が
必

要
で
す
の
で
、
確
認
し
て
く
だ
さ
い

申
し
込
み
は
が
き
配
布
場
所　
県
行
政
県

税
事
務
所
、
県
自
動
車
税
事
務
所
（
前
橋

市
上
泉
町
）
、
市
役
所
・
町
村
役
場
、
県

内
の
金
融
機
関
窓
口
な
ど

利
用
で
き
る
金
融
機
関　
県
内
の
銀
行
・

信
用
金
庫
・
労
働
金
庫
・
信
用
組
合
・
農

業
協
同
組
合
な
ど

他　
詳
し
く
は
、
HP
を
ご
覧
く
だ
さ
い

問　
県
庁
税
務
課
（

０
２
７
・
２
２
６

・
２
１
９
６
）
、
県
行
政
県
税
事
務
所
、

県
自
動
車
税
事
務
所
（

０
２
７
・
２
６

３
・
４
３
４
３
）募

　
集

シ
ン
グ
ル
マ
ザ
ー
専
用
シ
ェ
ア

ハ
ウ
ス
入
居
者
募
集

　
シ
ン
グ
ル
マ
ザ
ー
の
生
活
や
育
児
の
負

担
を
軽
減
し
、
互
い
に
協
力
し
て
共
同
生

活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
専
用
シ
ェ
ア
ハ

ウ
ス
を
整
備
し
ま
し
た
。

入
居
開
始
日　
７
月
１
日
㈪
よ
り
順
次

所  

広
瀬
第
二
県
営
住
宅（
前
橋
市
広
瀬
町
）

　
次
の
全
て
に
該
当
す
る
人

・
同
居
親
族
が
小
学
生
以
下
の
子
ど
も
の

み
の
シ
ン
グ
ル
マ
ザ
ー
世
帯
で
あ
る

・
前
年
の
収
入
が
、
公
営
住
宅
法
施
行
令

で
定
め
る
収
入
基
準
以
下
で
あ
る

・
そ
の
他
、
県
営
住
宅
管
理
条
例
で
定
め

る
入
居
申
込
者
の
資
格
を
有
す
る

募
集
世
帯
数　
７
世
帯
抽

受　
６
月
15
日
㈯
ま
で

申
し
込
み
方
法　
所
定
の
申
込
用
紙

申
込
用
紙
配
布
場
所　
県
住
宅
供
給
公
社

（
前
橋
市
紅
雲
町
）、県
庁
県
民
セ
ン
タ
ー

問　
県
庁
子
育
て
・
青
少
年
課
（

０
２

７
・
２
２
６
・
２
６
２
２
）、
県
住
宅
供

給
公
社
（
０
２
７
・
２
２
３
・
５
８
１
１
）

試
　
験

介
護
支
援
専
門
員
実
務
研
修
受

講
試
験

試
験
日　
10
月
13
日
㈰

合
格
発
表
日　
12
月
３
日
㈫

試
験
会
場　
県
立
県
民
健
康
科
学
大
学

（
前
橋
市
上
沖
町
）
な
ど

受
験
資
格　
保
健
・
医
療
・
福
祉
分
野
で

５
年
以
上
か
つ
９
０
０
日
以
上
の
実
務
経

験
が
あ
る
人

受　
６
月
３
日
㈪
～
28
日
㈮

出
願
方
法　
所
定
の
出
願
用
紙

出
願
用
紙
配
布
開
始
日　
６
月
３
日

出
願
用
紙
配
布
場
所　
県
社
会
福
祉
協
議

会
（
前
橋
市
新
前
橋
町
）
、
県
庁
介
護
高

齢
課
、
県
庁
県
民
セ
ン
タ
ー
、
県
保
健
福

祉
事
務
所
、
市
役
所
・
町
村
役
場

他　
平
成
30
年
度
に
本
県
で
受
験
し
た
人

は
、
実
務
経
験
証
明
書
の
提
出
を
省
略
し

て
受
験
で
き
ま
す

問　
県
社
会
福
祉
協
議
会
（

０
２
７
・

２
８
０
・
４
１
０
７
）

社
会
人
経
験
者
を
対
象
と
し
た

県
職
員
採
用
試
験
説
明
会

日　
７
月
７
日
㈰　
午
前
10
時
～
正
午
、 

午
後
１
時
～
３
時

所　
県
庁
（
前
橋
市
大
手
町
）

内　
県
職
員
の
体
験
談
、
業
務
内
容
、
採

用
試
験
制
度
の
概
要
説
明
、質
疑
応
答
な
ど

定　
各
１
０
０
人
程
度
先 

￥　
無
料

受　
６
月
５
日
㈬
～
26
日
㈬

申
し
込
み
方
法　

問　
県
人
事
委
員
会
事
務
局
（

０
２
７

・
２
２
６
・
２
７
４
５
）

催
　
し

「
天
皇
陛
下
の
御
即
位
記
念
植
樹
」

　
天
皇
陛
下
の
ご
即
位
を
記
念
し
て
、
植

樹
お
よ
び
苗
木
配
布
を
行
い
ま
す
。

　
６
月
８
日
㈯　
午
前
10
時
30
分

所　
群
馬
の
森
（
高
崎
市
綿
貫
町
）

内　
関
係
者
に
よ
る
記
念
植
樹
と
苗
木
の

配
布
を
行
い
ま
す

※
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
な
ど
３
０
０
本
の
苗
木

を
11
時
か
ら
配
布
（
予
定
）

　
一
般

※
苗
木
配
布
は
緑
の
募
金
に
協
力
し
た
人

申
し
込
み
方
法　
当
日
、
会
場
に

問　
県
庁
緑
化
推
進
課
（

０
２
７
・
２

２
６
・
３
２
７
２
）

昨年の北九州北部豪雨被害の様子
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ぐんま名山探訪（笹塒山）、ぐんま湯けむり浪漫

群馬プレＤＣスタート
群馬交響楽団ミュージック・アドバイザー 小林研一郎さん
八ツ場ダム見学ツアーが人気 

（川古温泉）、おさんぽ日和（玉村町エリア）など

販売場所：県庁県民センター、県内取扱書店発売中 定価３６０円(税込み）

クロスワードパズルの正解者の中から抽選で、ザスパクサツ群馬（7月27日セレッソ大阪U-23戦）、群馬ダイヤモンドペガサス（今シーズンホームゲーム
共通）、群響サマーコンサート（8月16日）のチケット（２枚組み）をそれぞれ５人にプレゼントします。詳しくは８ページをご覧ください

「県政県民意識アンケート」にご協力ください
　県民の皆さんが日頃感じていることを県の施策立案に生かすためのアンケートを実施しま
す。対象となった人にアンケート用紙を郵送しましたので、ご協力をお願いいたします。
 回答期限 　６月24日（月）
   県庁広報課　   027-226-2176

   県庁広報課　   027-226-2162

月～木曜日 午後５時50分

FM GUNMA
ぐんま情報
トッピング

イチバン

 県庁広報課　  027-226-2167

　群馬の宣伝部長ぐんまちゃん、宣伝部員のタイムマシーン３号
と女性部員が県内各地を巡り、知る人ぞ知る地域の魅力を、群馬
県の魅力として県内外に紹介します。

毎週金曜日 午後７時３０分
（再放送） 日曜日　午前９時３０分

６月  ７日／城下町甘楽で、新しいおもてなし
６月14日／あなたの知らない下仁田な世界
６月21日／総集編（４～６月）　７月５日／富岡市

　　　　　　　　　　

 期　日  ６月２３日（日）　 開演時刻  午後３時（２時１５分開場）
 会　場  桐生市市民文化会館（桐生市織姫町）
 内　容  指揮： 円

えん
光
こう
寺
じ
雅
まさ
彦
ひこ
、フルート：高

たか
木
ぎ
綾
あや
子
こ
、曲目：ウェーバー／歌劇 《

魔弾の射手》 J.277 序曲、ライネッケ／フルート協奏曲 ニ長調 作品
283、メンデルスゾーン／交響曲 第3番 イ短調 作品56 「スコットランド」
 入 場 料   Ｓ席＝4,600円、Ａ席＝４，１００円、
  　Ｂ席＝3,600円、Ｃ席＝2,100円
 入場券販売場所  桐生市市民文化会館、チケットぴあ、群馬交響楽団事
務局（高崎市高松町）など
  群馬交響楽団事務局　 
        027-322-4316　 HP http://www.gunkyo.com/

日程 開始時刻 会場 対戦相手
6月  8日㈯

午後1時

城南野球場
茨城アストロプラネッツ

6月  9日㈰ 埼玉武蔵ヒートベアーズ
6月15日㈯ 新潟アルビレックス
6月23日㈰ 伊勢崎市野球場 埼玉武蔵ヒートベアーズ
6月28日㈮ 城南野球場 茨城アストロプラネッツ
7月  3日㈬ 新潟アルビレックス

群馬ダイヤモンドペガサス試合情報

 入場料 　全席自由（当日券だけ）　一般＝１，５００円、
　　　　　小・中学生＝５００円　※小学生未満は無料
   群馬ダイヤモンドペガサス
　     027-386-6088 　 HP http://d-pegasus.com/

 会　場 　正田醤油スタジアム群馬（前橋市敷島町）
 入場料 　指定席＝2,900円　※自由席は席種などにより異なり
ます。詳しくはお問い合わせください
 入場券販売場所 　ベイシアワールドスポーツ西部モール店（伊勢崎
市宮子町）・前橋みなみモール店（前橋市新堀町）など
 ザスパクサツ群馬 　 

　     027-225-2350　 HP http://www.thespa.co.jp/ 

 
日程 開始時刻 対戦相手

６月  ９日㈰ 午後３時 ガイナーレ鳥取
６月23日㈰ 午後7時 カマタマーレ讃岐
7月  7日㈰ 午後6時 福島ユナイテッドＦＣ

群馬交響楽団東毛定期演奏会情報ザスパクサツ群馬試合情報

（6）ぐんま広報　令和元年6月 2日発行

無
料
出
張
住
宅
相
談
会

　
６
月
８
日
㈯
、
９
日
㈰　
午
後
１
時

～
６
時

所　
ス
マ
ー
ク
伊
勢
崎
（
伊
勢
崎
市
西
小

保
方
町
）

内　
専
門
家
が
住
宅
の
資
金
や
法
律
、
登

記
、
不
動
産
、
建
築
、
税
金
、
マ
ン
シ
ョ

ン
、
空
き
家
な
ど
の
相
談
に
応
じ
ま
す

￥　
無
料

受　
６
月
７
日
㈮
ま
で

※
当
日
直
接
の
参
加
も
可
能
で
す
が
、
対

応
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
事
前
の

予
約
が
確
実
で
す

申
し
込
み
方
法　

申 
・
問　
ぐ
ん
ま
住
ま
い
の
相
談
セ
ン
タ

ー
（

０
２
７
・
２
１
０
・
６
６
３
４
）

西
上
州
の
魅
力
発
信
イ
ベ
ン
ト

「
よ
う
こ
そ
。
西
上
州
へ
」

　
６
月
15
日
㈯　
午
前
10
時
～
午
後
４
時

所　
Ｊ
Ｒ
高
崎
駅
（
高
崎
市
八
島
町
）

内　
西
上
州
の
各
地
域
（
高
崎
市
、
藤
岡

市
、
富
岡
市
、
安
中
市
、
上
野
村
、
神
流

町
、
下
仁
田
町
、
南
牧
村
、
甘
楽
町
）
が

Ｐ
Ｒ
ブ
ー
ス
を
出
展
し
ま
す
。
だ
る
ま
の

絵
付
け
・
す
り
ガ
ラ
ス
が
作
れ
る
サ
ン
ド

ブ
ラ
ス
ト
・
木
工
ク
ラ
フ
ト
・
繭
ク
ラ
フ

ト
体
験
や
、
Ｊ
Ｒ
・
上
信
電
鉄
の
制
服
試

着
、
名
物
の
グ
ル
メ
・
菓
子
の
試
食
販

売
、
土
産
販
売
な
ど
。
先
着
５
０
０
人
に

豪
華
賞
品
が
当
た
る
抽
選
会
も
行
い
ま
す

￥　
無
料

申
し
込
み
方
法　
当
日
、
会
場
に

問　
県
高
崎
行
政
県
税
事
務
所
（

０
２

７
・
３
２
２
・
４
６
８
１
）

男
女
共
同
参
画
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　
６
月
23
日
か
ら
29
日
は
「
男
女
共
同
参

画
週
間
」
で
す
。
こ
れ
に
ち
な
み
、
男
女

共
同
参
画
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る
た
め

の
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

日　
６
月
22
日
㈯

所　
ぐ
ん
ま
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

（
前
橋
市
大
手
町
）

内　○
パ
ネ
ル
展
示
や
バ
ザ
ー
、
健
康
相
談
、

お
茶
席
、
バ
ル
ー
ン
ア
ー
ト
他

・
時
間　
午
前
10
時
～
正
午

○
基
調
講
演
・
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

・
時
間　
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

・
テ
ー
マ　
群
馬
の
元
気
は
女
性
の
活
躍

か
ら　
パ
ー
ト
Ⅴ

フ
ァ
イ
ブ～
な
く
そ
う
、
Ｄ
Ｖ
・

児
童
虐
待
～

・
講
師　
溝み

ぞ

口ぐ
ち

史ふ
み

剛た
け

（
前
橋
赤
十
字
病
院

小
児
科
副
部
長
）

・
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

￥　
無
料

申
し
込
み
方
法　
当
日
、
会
場
に
　

問　
県
庁
県
民
生
活
課
（

０
２
７
・
２

２
６
・
２
９
０
２
）

ド
イ
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル 

in 

ぐ
ん
ま

日　
６
月
28
日
㈮
～
30
日
㈰　
午
前
10
時

～
午
後
６
時

※
29
日
㈯
は
５
時
、
30
日
は
４
時
ま
で

所　
県
庁
（
前
橋
市
大
手
町
）

内　
ド
イ
ツ
に
関
す
る
食
品
や
物
品
の
紹

介
・
販
売
、
パ
ネ
ル
展
な
ど

￥　
無
料

申
し
込
み
方
法　
当
日
、
会
場
に
　

問　
ぐ
ん
ま
日
独
協
会
事
務
局
（

０
２

７
・
２
８
８
・
４
２
９
７
）

心
臓
血
管
セ
ン
タ
ー
県
民
健
康

公
開
講
座

日　
６
月
28
日
㈮　
午
後
６
時
～
７
時
30
分

所　
県
立
心
臓
血
管
セ
ン
タ
ー
（
前
橋
市

亀
泉
町
）

内　
最
新
治
療
の
話
題
を
交
え
、
さ
ま
ざ

ま
な
症
状
と
、
そ
の
治
療
法
や
生
活
上
の

注
意
点
な
ど
に
つ
い
て
講
師
が
話
し
ま
す

演
題　
狭
心
症
と
心
筋
梗
塞
に
つ
い
て

講
師　
河か

わ

口ぐ
ち

廉れ
ん

（
県
立
心
臓
血
管
セ
ン
タ

ー
循
環
器
内
科
第
一
部
長
）

定　
１
２
０
人
先    

￥　
無
料

受　
６
月
26
日
㈬
ま
で

申
し
込
み
方
法　

。
住
所
、
氏
名
、
電

話
番
号
、
参
加
希
望
人
数
を
お
知
ら
せ
く

だ
さ
い

申 
・
問　

県
立
心
臓
血
管
セ
ン
タ
ー

（

０
２
７
・
２
６
９
・
７
４
５
５
）

県
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
品
評
会

日　
７
月
３
日
㈬　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

所　
県
庁
（
前
橋
市
大
手
町
）

内　
県
内
で
生
産
さ
れ
た
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー

の
秀
作
の
展
示
・
販
売
、
生
産
者
に
よ
る

直
売

・
生
産
者
に
よ
る
直
売
…
10
時
か
ら
商
品

終
了
ま
で

・
展
示
品
の
一
般
公
開
…
正
午
か
ら
３
時

ま
で

・
展
示
品
の
販
売
…
３
時
か
ら
販
売
品
終

了
ま
で

￥　
無
料

問　
県
庁
蚕
糸
園
芸
課
（

０
２
７
・
２

２
６
・
３
１
３
６
）

が
ん
セ
ン
タ
ー
公
開
セ
ミ
ナ
ー

「
正
し
く
知
ろ
う『
が
ん
』の
こ
と
」

日　
７
月
13
日
㈯　
午
前
10
時
～
11
時
30
分

所　
県
太
田
合
同
庁
舎（
太
田
市
西
本
町
）

内　
が
ん
治
療
や
が
ん
治
療
中
の
ケ
ア
に

つ
い
て
学
び
ま
す

演
題
・
講
師

・
が
ん
治
療
を
口
か
ら
支
え
る
～
が
ん
に

な
っ
た
か
ら
こ
そ
、
か
か
り
つ
け
歯
科
へ

行
こ
う
～　
新あ

ら

垣が
き

理た
だ

宣の
ぶ

（
県
立
が
ん
セ
ン

タ
ー
口
腔
外
科
部
長
）

・
緩
和
ケ
ア
と
は　
阿あ

部べ

佳か

奈な

子こ

（
緩
和

ケ
ア
認
定
看
護
師
）

定　
１
０
０
人
先 

￥　
無
料

申
し
込
み
方
法　
当
日
、
会
場
に
　

問　
県
立
が
ん
セ
ン
タ
ー
（

０
２
７
６

・
３
８
・
０
７
７
１
）

農
林
大
学
校
「
オ
ー
プ
ン
キ
ャ

ン
パ
ス
」

日　
７
月
26
日
㈮　
午
前
10
時
～
午
後
２
時

所　
県
立
農
林
大
学
校（
高
崎
市
箕
郷
町
）

内　
学
校
生
活
の
紹
介
、
コ
ー
ス
の
説
明
、

模
擬
講
義
、
寮
見
学
、
学
食
体
験
、
相
談

コ
ー
ナ
ー
な
ど

対　
当
校
へ
の
入
校
を
検
討
し
て
い
る
人

定　
１
２
０
人
先 

受　
６
月
３
日
㈪
～
７
月
19
日
㈮

申
し
込
み
方
法　

ま
た
は
所
定
の
申
込

用
紙

他　
８
月
７
日
㈬
、
21
日
㈬
に
は
、
コ
ー

ス
の
実
習
体
験
が
で
き
る
オ
ー
プ
ン
キ
ャ

ン
パ
ス
を
開
催
し
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

申
込
用
紙
配
布
場
所
・
申 
・
問　
県
立
農

林
大
学
校
（

０
２
７
・
３
７
１
・
３
２

４
４
）

※
申
込
用
紙
は
、
HP
か
ら
も
入
手
で
き
ま
す

昨年度知事賞を受賞したブルーベリー

昨年のオープンキャンパスの様子



　山地の多い群馬県では、各所に名水・湧水が見られます。
　環境省認定の「名水百選」には、箱島湧水（東吾妻町）と雄川堰

ぜき

（甘楽町）が選定されています。箱島湧水は、大杉の根元から湧き出
る水が滝のように落ちる風景が美しく、湧水が注ぐ鳴沢川では６月中
旬から７月にかけてホタルを見ることができます。約400年前に構
築された雄川堰は、古くから生活や農業用水などに利用され、清らか
な流れに沿った古い家並みと桜並木の景観が魅力です。
　また同省の「平成の名水百選」には、尾瀬の郷片品湧水群（片品
村）と神流川源流（上野村）が選ばれています。尾瀬の郷片品湧水群

群馬の名水

問 県庁広報課　 027-897-2695箱島湧水

35

のある片品村では「名水ご案内マッ
プ」を参考に、気軽に湧水巡りを楽
しめます。神流川源流では、魚が見
えるほど透き通る清流で川遊びがで
き、釣り人にも愛されています。
　これらは地域の人たちによって大
切に保全されている群馬が誇る名水
です。これからの時季に「涼」や
「癒やし」を求めて名水巡りを楽し
んでみてはいかがでしょうか。

https://www.pref.gunma.jp/cate_list/ct00001205.html
はぐんま広報ホームページ版をご覧ください（右図から読み取れます）HP
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美
術
館
・
博
物
館

な
ど
の
催
し

＊
印
の
施
設
で
は
、
障
害
者
手
帳
な
ど
を

お
持
ち
の
方
と
そ
の
介
護
者 （
１
人
）
は

無
料
で
す
。
証
明
で
き
る
も
の
を
お
持
ち

く
だ
さ
い

近
代
美
術
館
企
画
展
示
「
く
ま

の
パ
デ
ィ
ン
ト
ン
 
展
」
学
芸

員
に
よ
る
作
品
解
説
会 
＊

日　
６
月
８
日
㈯　
午
後
２
時
～
３
時

所　
県
立
近
代
美
術
館（
高
崎
市
綿
貫
町
）

内　
当
館
学
芸
員
に
よ
る
解
説
を
聞
き
な

が
ら
、
企
画
展
示
の
作
品
を
鑑
賞
し
ま
す

￥　
無
料

※
観
覧
料
が
か
か
り
ま
す

観
覧
料　
一
般
＝
８
２
０
円
、
大
学
・
高

校
生
＝
４
１
０
円
、
中
学
生
以
下
＝
無
料

申
し
込
み
方
法　
当
日
、
会
場
に

問　

０
２
７
・
３
４
６
・
５
５
６
０

カ
ネ
コ
種
苗
ぐ
ん
ま
フ
ラ
ワ
ー

パ
ー
ク
「
ギ
ボ
ウ
シ
展
」
＊

日　
６
月
８
日
㈯
～
８
月
18
日
㈰ 　
午

前
９
時
～
午
後
５
時
（
入
園
は
４
時
30
分

ま
で
）

所　
カ
ネ
コ
種
苗
ぐ
ん
ま
フ
ラ
ワ
ー
パ
ー

ク
（
前
橋
市
柏
倉
町
）

内　
ギ
ボ
ウ
シ
約
70
品
種
が
並
び
ま
す
。

ギ
ボ
ウ
シ
は
一
般
的
に
葉
を
楽
し
み
ま
す

が
、
白
や
紫
の
か
れ
ん
な
花
も
鑑
賞
で
き

ま
す

入
園
料　
一
般
＝
７
０
０
円
、
中
学
生
以

下
＝
無
料

問　

０
１
２
０
・
１
１
８
７
・
３
８

自
然
史
博
物
館
サ
イ
エ
ン
ス
・

サ
タ
デ
ー
「
光
る
ス
ラ
イ
ム
を

つ
く
ろ
う
」

日　
６
月
８
日
、
22
日
、
29
日
（
い
ず
れ

も
土
曜
日
）　
午
後
２
時
～
３
時
（
受
け

付
け
は
１
時
30
分
か
ら
）

所　
県
立
自
然
史
博
物
館（
富
岡
市
上
黒
岩
）

内　
自
然
界
に
は
、
暗
闇
で
体
か
ら
光
を

発
す
る
発
光
生
物
と
い
う
生
き
物
が
い
ま

す
。
発
光
生
物
に
つ
い
て
学
習
し
た
後
、

蓄
光
パ
ウ
ダ
ー
を
使
っ
た
ス
ラ
イ
ム
を
作

り
ま
す

講
師　
当
館
職
員
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

対
象　
小
学
生
以
上
の
人

※
小
学
３
年
生
以
下
は
保
護
者
の
付
き
添

い
が
必
要

定　
各
30
人
先 

￥　
無
料

申 　
当
日
、
会
場
に

問　

０
２
７
４
・
６
０
・
１
２
０
０

日
本
絹
の
里
特
別
展
「
追
悼
・ 

藍あ
い

田だ

正ま
さ

雄お

展
～
伝
統
を
貫
い
た

江
戸
小
紋
人
生
～
」
＊

日　
６
月
８
日
㈯
～
７
月
８
日
㈪　
午
前

９
時
30
分
～
午
後
５
時

休　
火
曜
日

所　
県
立
日
本
絹
の
里（
高
崎
市
金
古
町
）

内　
平
成
29
年
７
月
に
亡
く
な
っ
た
江
戸

小
紋
師
・
藍
田
正
雄
の
作
品
を
展
示
し
、

彼
が
江
戸
小
紋
に
懸
け
た
思
い
や
江
戸
小

紋
の
魅
力
を
紹
介
し
ま
す

関
連
行
事

○
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
と
型
付
け
実
演

・
日　
６
月
８
日
㈯
、
30
日
㈰　
午
前
11

時
～
正
午
、
午
後
１
時
30
分
～
２
時
30
分

・
内　

藍
田
正
雄
の
跡
継
ぎ
と
し
て

「
藍
田
」
を
襲
名
し
た
講
師
に
よ
る
展
示

作
品
の
解
説
と
、
工
房
で
行
っ
て
い
る
型

付
け
を
実
演
し
ま
す

・
講
師　
三
代
目
藍あ

い

田だ

愛あ
い

郎ろ
う

（
日
本
工
芸

会
正
会
員
）

○
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

・
日　
６
月
16
日
㈰　
午
前
11
時
～
11
時

30
分
、
午
後
１
時
30
分
～
２
時

・
内　
展
示
作
品
の
解
説
と
作
品
制
作
の

エ
ピ
ソ
ー
ド
な
ど
を
説
明
し
ま
す

・
講
師　
田た

中な
か

正ま
さ

子こ

（
江
戸
小
紋
師
）

【
共
通
事
項
】

￥　
無
料

※
観
覧
料
が
か
か
り
ま
す

観
覧
料　
一
般
＝
２
０
０
円
、
大
学
・
高

校
生
＝
１
０
０
円
、
中
学
生
以
下
＝
無
料

申
し
込
み
方
法　
当
日
、
会
場
に

問　

０
２
７
・
３
６
０
・
６
３
０
０

館
林
美
術
館
た
て
び
☆
び
じ
ゅ

つ
部
「
プ
ラ
板
で
モ
リ
カ
ズ
風

ス
ト
ラ
ッ
プ
を
つ
く
ろ
う
」

日　
６
月
９
日
㈰　
午
後
１
時
30
分
～
３

時
30
分
（
受
け
付
け
は
３
時
15
分
ま
で
）

所　
県
立
館
林
美
術
館（
館
林
市
日
向
町
）

内　
画
家
・
熊く

ま

谷が
い

守も
り

一か
ず

の
愛
ら
し
い
作
品

を
参
考
に
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
板
で
オ
リ
ジ

ナ
ル
ス
ト
ラ
ッ
プ
を
作
り
ま
す

定　
１
０
０
人
先 

￥　
無
料

申
し
込
み
方
法　
当
日
、
会
場
に

問　

０
２
７
６
・
７
２
・
８
１
８
８

歴
史
博
物
館
モ
ー
ニ
ン
グ
講
座

「
上
州
戦
国
人
」
（
６
月
）

日　
６
月
20
日
㈭　
午
前
10
時
30
分
～
11

時
30
分

所　
県
立
歴
史
博
物
館（
高
崎
市
綿
貫
町
）

内　
上
州
に
ゆ
か
り
の
あ
る
戦
国
時
代
の

人
物
を
毎
月
１
人
紹
介
す
る
講
座
で
す
。

６
月
は
内
藤
昌ま

さ
あ
き月
に
つ
い
て
話
し
ま
す

講
師　
青あ

お

木き

裕ひ
ろ

美み

（
当
館
学
芸
員
）

定　
１
４
４
人
先 

￥　
無
料

申
し
込
み
方
法　
当
日
、
会
場
に

問　

０
２
７
・
３
４
６
・
５
５
２
２

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
「
大
人
の

天
文
講
座
」

　
宇
宙
の
こ
と
を
少
し
踏
み
込
ん
で
知
り

た
い
人
や
、
科
学
が
解
き
明
か
し
た
最
新

の
宇
宙
像
に
つ
い
て
知
り
た
い
人
の
た
め

の
講
座
で
す
。
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
を
活
用

し
て
「
天
文
学
を
作
っ
た
人
々
」
を
テ
ー

マ
に
宇
宙
の
姿
を
概
観
し
ま
す
。

日　
６
月
29
日
㈯　
午
前
10
時
～
10
時
40
分

所　
県
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
（
前
橋
市
文

京
町
）　

対　
中
学
生
以
上

定　
２
０
０
人
先 

￥　
無
料

申
し
込
み
方
法　
当
日
、
会
場
に

問　

０
２
７
・
２
２
０
・
１
８
７
6

ぐ
ん
ま
天
文
台
「
木
星
の
し
ま

模
様
と
ガ
リ
レ
オ
衛
星
を
見
よ

う
！
」
＊

　
６
月
中
旬
か
ら
、
木
星
の
見
頃
が
や
っ

て
き
ま
す
。
木
星
の
し
ま
模
様
や
大
赤

斑
、
ガ
リ
レ
オ
衛
星
を
大
型
望
遠
鏡
で
観

察
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日　
土
・
日
曜
日　
午
後
７
時
～
10
時

所　
県
立
ぐ
ん
ま
天
文
台（
高
山
村
中
山
）

￥　
無
料

※
観
覧
料
が
か
か
り
ま
す

観
覧
料　
一
般
＝
３
０
０
円
、
大
学
・
高

校
生
＝
２
０
０
円
、
中
学
生
以
下
＝
無
料

申
し
込
み
方
法　
当
日
、
会
場
に

他　
歩
行
が
困
難
な
人
は
、
当
館
の
駐
車

場
と
会
場
の
間
を
送
迎
し
ま
す
。
駐
車
場

ト
イ
レ
横
の
イ
ン
タ
ー
ホ
ン
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い

問　

０
２
７
９
・
７
０
・
５
３
０
０

™

県民リポーター自薦受け付け中！ 詳しくは県庁広報課まで（ 027-226-2171） 。リポーターの記事は県ホームページ（http://www.pref.gunma.jp/01/b2111261.html）でご覧になれます

光るスライム作りの様子

ギボウシの展示

いろいろな作品を参考にしたストラップ

望遠鏡で見られる木星

江戸小紋着物と藍田正雄さん



※掲載された人には、ぐんまちゃん
のぬいぐるみをプレゼントします

当

（8）ぐんま広報　令和元年6月 2日発行

広告の内容に関する一切の責任は、広告主に帰属するものです。この広告内容を県が推奨・保証等するものではありません

名称 日程・時間 会場 内容　 費用 問い合わせ先

榛東八幡ホタル
祭り

6月8日(土)
午後5時30分～9時

八幡ホタルの郷
（榛東村新井）

地元の有志「八幡ホタルの会」に
より大切に育てられたホタルが
見られます。郷土芸能の発表や
屋台の出店もあります

無料
榛東村産業振興課
0279-54-2211
0279-54-8225

下仁田あじさい
園祭り

6月8日(土)～7月７日(日)
午前9時～午後5時
※7日は正午まで

下仁田あじさい園
（下仁田町馬山）

約2万株のあじさいが咲き誇り
ます。9日(日)にはオープニング
イベントもあります

大人=300円
小学生=100円
未就学児=無料

下仁田町観光協会
0274-67-7500
0274-67-7501

揚舟谷田川巡り
6月の土・日曜日
午前10時～午後４時

群馬の水郷
（板倉町岩田）

新緑の生い茂る谷田川を、船頭
の操る揚舟に乗って探訪します。
日常の喧

けん

噪
そう

を忘れてのんびりと
できます

中学生以上
=1，000円
小学生以下
=無料

板倉町産業振興課
0276-82-1111
0276-82-2758

浅間牧場に映え
るレンゲツツジ
の散策

6月中旬
午前9時30分～正午、
午後1時30分～4時

県浅間家畜育成牧場
（長野原町北軽井沢）

標高1,300㍍に広がる爽やかな
牧場で、満開のレンゲツツジと放
牧された牛を眺めながら散策す
るツアーです
※予約が必要です。詳しくはHPを
ご覧ください

１組＝5,000円
（10人まで）
※11人以上は、
１人当たり
500円を加算

浅間山ジオパーク推
進協議会事務局
･ 0279-82-5566

　特集の取材で「荒船風穴プ
ロジェクト」の高校生たちが、
荒船風穴のテーマソングを作
ったことを知りました。
　歌詞の中に「神秘のベール」
というフレーズが出てきま
す。これは、夏の気象条件が
そろった時だけに見られる、
冷風が霧状に吹き出す様子を
表現したものだそうです。
　高校生たちは、説明の最後
にこの歌を合唱してくれま
す。皆さんも、次に高校生が
ガイド活動をする夏休みに出
掛けてみてください。運が良
ければ「神秘のベール」も見
られるかもしれませんよ。
� （小林）

◆５月号の特集で、初めてデステ
ィネーションキャンペーン（ＤＣ)
という言葉を知りました。面白そ
うな企画が多く、群馬には楽しめ
る所がたくさんあるということを
再確認しました。
　草津に誕生したジップラインの
ようにアクティブなものもあるの
で、ぜひ行ってみようと思います。
� （安中市　24歳）

◆群馬ＤＣ開催中に、１人でも多
くの人に群馬で楽しんでもらえる
ことを願っています。
　私もぐんまウェルカムサポータ
ーとして「手を振って笑顔でご挨
拶！」を続けていきたいと思います。�
� （邑楽町　44歳）

※「群馬プレデスティネーションキャンペーンガイドブック」や「ググっとぐんま公式サイト」（https://gunma-dc.net/）
などに掲載されているイベントの中から紹介します。詳しくはお問い合わせください
※内容が変更になることがあります。お出掛けの際はご確認ください

応募方法　はがき、ファクス、Ｅメールまたは「ぐんま
電子申請受付システム」。①パズルの答え ②郵便番
号 ③住所  ④氏名（ふりがな） ⑤年齢 ⑥今月のぐん
ま広報へのご意見・ご感想 ⑦希望の賞品名を書
いてください（Ｅメールは件名に「クロスワードパズ
ル６月」と記入してください）
応募先
・ はがき　〒371-8570 広報課クロスワードパズル係
・ ファクス　027-243-3600
・ Ｅメール　crossword@pref.gunma.lg.jp
・ 電子申請    https://www.shinsei.elg-front.jp/gunm
a/uketsuke/dform.do?id=1404710742651
※スマートフォン（Android５以上お
よびｉＯＳ５以上）用のＵＲＬは右
図から読み取れます
応募期限　６月12日（水）消印有効
※ファクス、Ｅメール、電子申請は12日送信分まで
賞品　次の中から希望のものを一つ明記してください
近代美術館、館林美術館、歴史博物館、自然史博物館、土
屋文明記念文学館、日本絹の里、カネコ種苗ぐんまフラワー
パーク、ぐんま天文台、ぐんま昆虫の森、ぐんまちゃんトート
バッグ、ぐんまちゃんグッズ、ザスパクサツ群馬（７月27日セレ
ッソ大阪Ｕｰ23戦）、群馬ダイヤモンドペガサス（今シーズンホ
ームゲーム共通）、群響サマーコンサート（８月16日）
※当選者の発表は、賞品の発送をもって代えさせ
ていただきます

５月号の答えは「コドモノヒ（子どもの日）」でした。応募総数は1,081通でした。
たくさんのご応募・ご意見をありがとうございました。

　正解者の中から抽選で「県有施設の無
料ご招待券（２枚組み）」などを各５人に
プレゼントします

クロスワードパズル

A
9 10

31 4

D

E

F

5

7

6

B

2

C

8

11

答え：Ａ～Fを順番に並べると？

A B C D E F

２ 功をねぎらうこと。漢字で「労り」

３ アルファベットの最後から２番目

４ 異状がないか調べること

６ 学校の別の呼び方。学びの園

７ 上野三碑のように、石に文字を刻んで建
てたもの

10 テーブル、いす、たんすなどの総称

１ 現在の元号。○○○元年

５ 向こう岸。○○○○の火事

７ 面倒を見ること。○○を焼く

８ 茎の柔らかい植物

９ 今あるものを新しいものに変更すること

11 群馬県のマスコット「○○○ちゃん」

たてのかぎ

よこのかぎ

こうずけさんぴ


